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天然藍。染色孝動およz/来色性に関す石研究（第A-報）
－を成ﾉ1ソジゴ。染色中ロおけるpH ヒ酸化還刄電位の季動一
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　目的　これまで藍｡染力に関する研究臼予うりめ、まずビーカー中で･、で･きるrl Iすむらの

少いヽ状豚で･. 蹟色ヵヽら濃色までヽI回染めで染色しうる条件t求めμ。次に必の存存ずる

条件でμ、インジゴ→リューコの反応のほカリューコ→ｊンジゴ｡∧/ぬSi (?*<n分解苓、種

々の反か以東色糸中に起り、染色。錫知牛の効果色明確に把握できないこ口･りっめバ乙。
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件下で｀pH おエび酸化蓬元電位。（E k）。測足を行い、深色申の話反声ヽの状罵＆調べヽた。
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おv^Lkの剥足i^、各々塀場rl-ﾜl形pHメータと、後孝にμ検出電極としで白湊電極

I用い、2⌒･ン記録計でヽ時蘭経羞に畔う摯知^ 同時卜記録しに
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